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研究成果の概要（和文）：冬眠動物であるシリアンハムスターにおいて、in vitro受精卵エレクトロポレーショ
ン法によるゲノム編集個体作製技術を確立した。過排卵処理後に交配すると受精卵が得られない問題が度々生じ
ていたが、ラットの手法を用いた人工授精により大量の新鮮精子を子宮内に注入することで、安定して受精卵が
得られるようになっている。ゲノム編集シリアンハムスターの系統保存法としては、胚凍結について検討した。
PEPeSのようなラットの手法を用いることで、シリアンハムスターにおいても、凍結チューブを用いた簡易ガラ
ス化法による効率的な個体復元が可能であった。人工授精は、胚凍結に用いる受精卵の回収においても有用であ
る。

研究成果の概要（英文）：We established a technique to generate genome-edited animals by introducing 
the CRISPR/Cas9 system into zygotes by in vitro electroporation in a hibernation model, the Syrian 
hamster. Although fertilization failures sometimes occurred when mating after superovulation, 
zygotes were stably obtained by injecting a large amount of fresh sperm into uterine horns by 
artificial insemination (AI) using the rat method. As for storage of genome-edited Syrian hamster 
strains, we investigated cryopreservation of embryos. The results showed that efficient 
resuscitation is possible in the Syrian hamster by simple vitrification with cryotubes, using rat 
methods such as PEPeS. AI was also useful in the collection of 2-cell embryos for cryopreservation.

研究分野： 実験動物学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
In vitro受精卵エレクトロポレーション法によるゲノム編集では高効率にKO個体が得られることから、冬眠候補
因子等のF0世代での高速スクリーニングに有用ではないかと考えている。複数の遺伝子において、産仔中100%に
近い効率でKO個体が得られており、一部はすでに感染実験に利用されている。現在、ゲノム編集シリアンハムス
ター作製の受託事業について、企業と協力して社会実装を進めている。ゲノム編集シリアンハムスターは、胚凍
結による効率的な系統保存が可能である。シリアンハムスターにはマウスやラットのようなリソースセンターは
ないが、IBBPセンター（基礎生物学研究所）のバックアップ保管制度を利用できる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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